


































































与える影響を明らかにすること。{対象と方法}健常成人 10名を対象として、2種類の傾斜角度 (10。と 200 ) 
と4種類の傾斜方向(前・後・左・右)による 8種類の傾斜条件で、 l分間の斜面板上立位姿勢保持の直後














し、 10m歩行時間、歩数、ストライド・レングス、 TimedUp & Go Test (TUG)を前後で測定した。{結果]
全症例で歩行速度と歩数、 TUGが向上した。{考察}在宅における斜面絞上立位姿勢保持トレーニングで歩
行能力が向上することが明らかとなったD
(2) 歩行に及ぼす影響~1 症例における作用の定着~ [13的}在宅トレーニングの長期効果を明らかにす
ること。{対象と方法}発症後8ヶ月日で麻樺の回復がプラトーに達したと底部が判断した、左被殻出血後
右片麻療の l症例を対象として、 1ヶ月間の在宅におけるトレーニングを実施した。{結果} トレーニング
の前4ヶ月間変化していなかった歩行速度と TUGが、 1ヶ月のトレーニングにより改善し、更にその4ヵ
月後にも効果が持続していたo [考察}在宅での斜面板上立位姿勢保持トレーニングの有効性が示唆された。
(考察)
斜面板上立位姿勢保持は、病院でも自宅で実施できる理学療法手技として有効であることが示唆されたD
審査の結果の要旨
本論文は、斜面板立位姿勢保持という新しい理学療法手技の開発に繋がる、基礎から臨床応用までの様々
な研究で構成された、実践的な価値の高い論文であると評価できる。
平成 24年 1月13日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと論文について説明を求め、
関連事項について質疑応答を行い、最終試験を行った。その結果、審査委員全員が合格と判定した。
よって、著者は博士(リハビリテーション科学)の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める口
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